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五
障
三
従
と
変
成
男
子

女
性
と
仏
教
と
い
う
こ
と
で
お
話
し
し
ま

す
が
、
は
じ
め
に
日
本
の
仏
教
は
女
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と

で
、
五
障
三
従
、
変
成
男
子
・
転て

ん

女に
ょ

成じ
ょ
う

仏ぶ
つ

と
い
う
い
わ
ゆ
る
仏
教
が
用
い
て
き
た
性
差

別
文
言
を
中
心
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
、
女
人
不
成
仏
に
つ
い
て
み
て
い
き

ま
す
。
歴
史
的
に
見
て
女
性
差
別
や
、
女
性

を
排
除
す
る
文
言
は
仏
教
に
限
ら
ず
、
東
ア

ジ
ア
全
体
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

『
法
華
経
』
の
「
提だ

い

婆ば

達だ
っ

多た

品ぼ
ん

」
に
は
、「
女

一い

ち

人に

ん

に
立
つ

 

～
中
世
を
生
き
た
女
た
ち
～

講師●西口 順子さん

第 17 回

女性会議

　女性会議では近年、「一
い ち

人
に ん

に立つ」のテーマ

で継続して学んできました。今回は西口順子

さんを講師に迎え、「中世」の時代、女性たち

はどのように生きていたのか、教えがどのよ

うに語られ女性たちはどう受けとめてきたの

かに焦点をあて、「一人に立つ～中世を生きた

女たち～」をテーマとして開催しました。

　西口さんから、五
ご

障
しょう

三
さ ん

従
しょう

・変
へ ん

成
じょう

男
な ん

子
し

・女人

結界と女人成仏の問題を手がかりに、日本の

仏教は女性をどのように考えてきたのか、ま

た中世の女性と出家など、多岐にわたる視点

から講義いただきました。

　また、このことは宗門全体の課題とし、事

実を明らかにし引き継いで議論すべきである

ことを、あらためて指摘いただきました。

2017年5月8日～9日
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人
の
身
に
は
五
つ
の
障
り
が
あ
っ
て
、
梵ぼ

ん

天て
ん

王お
う

・
帝た

い

釈し
ゃ
く・
魔ま

王お
う

・
転て

ん

輪り
ん

聖じ
ょ
う

王お
う

・
仏ぶ

っ

身し
ん

に

な
れ
な
い
」
こ
れ
が
五
障
で
す
。
三
従
は
仏

典
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
イ
ン
ド
の
一
番
古

い
法
律
書
で
あ
る
『
マ
ヌ
法
典
』
に
み
え
ま

す
。
そ
の
中
に
「
少
女
、
或
は
若
き
婦
人
、

或
は
老
女
は
、
何
事
を
も
独
立
に
て
な
す
べ

か
ら
ず
。
た
と
え
家
庭
の
用
事
と
い
え
ど

も
」、「
婦
人
は
幼
に
し
て
は
そ
の
父
に
、
若

き
時
は
そ
の
夫
に
、
夫
死
し
た
る
時
は
、
そ

の
子
息
に
従
う
べ
し
」。
ま
た
、
中
国
古
代

の
経
書
『
礼ら

い

記き

』
の
中
に
「
婦
人
に
三
従
の

義
あ
り
、
専
用
の
道
な
し
、
故
に
未
だ
嫁
せ

ざ
れ
ば
父
に
従
い
、
既
に
嫁
し
て
は
夫
に
従

い
、夫
死
し
て
は
子
に
従
う
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
あ
わ
せ
て
五
障
三
従
と
い
っ
て
女
人

不
成
仏
を
説
い
て
い
ま
す
。

そ
の
次
、
変
成
男
子
・
転
女
成
仏
を
み
て

い
き
ま
す
。
変
成
男
子
と
い
う
の
は
、
女
性

は
女
性
の
姿
の
ま
ま
で
は
、
仏
に
な
れ
な
い

の
で
、
女
性
の
身
を
転
じ
て
初
め
て
往
生
で

き
る
、
成
仏
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

さ
き
ほ
ど
の
『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
、『
大

阿
弥
陀
経
』
第
二
願
、『
無
量
寿
経
』
第

三
十
五
願
、
短
い
も
の
で
は
『
転
女
身
経
』

が
あ
り
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ん
が
説
法
し
た
時

に
、
無む

垢く

光こ
う

女に
ょ

と
い
う
女
性
が
男
子
に
変
成

し
て
菩
薩
に
な
っ
た
と
い
う
内
容
で
す
。
こ

れ
と
は
別
に
『
転
女
成
仏
経
』
と
い
う
の
が

あ
り
、
平
安
時
代
中
期
か
ら
中
世
を
通
し
て

女
性
の
没
後
供
養
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。女

人
結
界
・
女
人
禁
制

次
に
女
人
結
界
・
女
人
禁
制
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
９
世
紀
前
半
に
な
る
と
、
山

や
寺
で
は
一
定
の
領
域
か
ら
女
子
を
恒
常
的

に
排
除
す
る
結
界
を
設
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
『
日
欧
文
化

比
較
』
に
よ
る
と
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
女

性
は
ど
こ
で
も
望
む
教
会
堂
に
入
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
日
本
の
異
教
（
仏
教
の
こ
と
）

の
女
性
は
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
寺

院
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
書
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
女
人
禁
制
を
意
味
す
る
文
言

と
し
て
海
外
に
紹
介
さ
れ
た
例
で
す
。

平
安
初
期
、
天
台
宗
の
例
か
ら
み
て
い
き

ま
す
と
、最
澄
は
『
山さ

ん

家げ

学が
く

生し
ょ
う

式し
き

』
に
「
俗

別
当
両
人
に
監
督
さ
せ
、
盗
賊
・
酒
・
女
等

を
禁
ぜ
し
め
よ
」
と
、
ま
た
『
根
本
大
師
臨

終
遺
言
』
に
は
「
院
内
は
清
浄
の
地
で
あ
る

の
で
、
女
性
は
入
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
比
叡
山
の
結
界
が
守
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

空
海
の
場
合
は
、『
弘
法
大
師
御ご

遺ゆ
い

告ご
う

』

に
「
東
寺
僧
房
に
入
っ
て
は
な
ら
な
い
。
女

性
は
子
孫
繁
栄
に
不
可
欠
の
存
在
で
あ
る

が
、仏
弟
子
に
と
っ
て
諸
悪
の
根
源
で
あ
り
、

女
性
が
近
づ
く
と
善
法
が
滅
す
る
た
め
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
『
御
遺

告
』
は
実
は
弘
法
大
師
自
身
が
書
い
た
も
の

で
は
な
く
て
、
11
世
紀
頃
ま
で
の
東
寺
の
現

状
を
伝
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、な
ぜ
女
人
結
界
な
の
か
と
い
う
と
、

様
々
な
議
論
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
大
き
く

主要著書・論文
『中世の女性と仏教』（法藏館 ･2006年）、『日本史の中の女性と仏教』（共著 法藏館 ･1999
年）、『中世を考える　仏と女』（吉川弘文館 ･1997年）、『女の力－古代の女性と仏教―』（平
凡社 ･1989年）、『シリーズ 女性と仏教』全4巻（共著 平凡社 ･1989年）。

「「転女成仏経」について」（『中世絵画のマトリックス』Ⅱ、青簡舎・2014年）、「蓮如と女
性」（日本の名僧13『蓮如』吉川弘文館 ･2004年）、「王朝仏教における女人救済の論理」（大
系 仏教と日本人8『性と身分』春秋社 ･1989年）。

講師プロフィール
にしぐち じゅんこ●1936年京都市生まれ。京都女子大学文学部史学科卒業。現在、相愛
大学名誉教授。日本女性史研究者。
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わ
け
て
四
つ
の
説
が
あ
り
ま
す
。

A 

女
性
祭
祀
の
場
で
あ
っ
た
と
い
う
説
、

か
つ
て
は
女
性
宗
教
者
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
る

聖
地
だ
っ
た
が
、
男
性
宗
教
者
が
入
っ
て
き

て
、
そ
の
聖
地
の
禁
足
地
内
を
占
有
し
て
新

た
に
祭
祀
を
始
め
た
。
そ
の
時
点
か
ら
女
性

宗
教
者
の
聖
地
は
そ
の
ま
ま
女
人
結
界
に
転

じ
た
。

B 

戒
律（
不
婬
戒
）に
も
と
づ
く
説
、
こ

れ
は
、
男
性
宗
教
者
を
主
体
と
し
た
考
え
方

で
、
女
性
は
修
行
の
妨
げ
、
本
来
は
仏
教
の

戒
律
に
由
来
し
て
女
性
と
の
性
行
為
を
未
然

に
防
ぐ
目
的
で
で
き
た
も
の
。
11
世
紀
末
か

ら
12
世
紀
頃
に
戒
律
遵
守
の
た
め
の
自
主
的

入
山
禁
止
を
行
っ
て
い
た
。

C 

女
性
の
ケ
ガ
レ
説
、
９
世
紀
後
半
か

ら
女
性
固
有
の
ケ
ガ
レ
観
が
意
識
さ
れ
は
じ

め
て
、
触
穢
思
想
と
女
人
罪
業
観
が
結
び
つ

き
、
次
第
に
ケ
ガ
レ
観
が
肥
大
す
る
な
か
で

女
性
不
浄
観
が
形
成
さ
れ
、
聖
域
か
ら
女
性

を
排
除
し
た
。

D 

聖
空
間
か
ら
の
排
除
説
、
女
性
に
対

す
る
穢
れ
観
・
不
浄
観
は
イ
ン
ド
古
来
の
信

仰
に
発
し
て
、
仏
教
・
道
教
と
習
合
し
て
、

日
本
古
代
で
は
７
世
紀
か
ら
８
世
紀
前
半
く

ら
い
に
意
識
化
さ
れ
、
次
第
に
男
性
修
行
者

に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
て
、
９
世
紀
頃
に
は
山

岳
霊
場
・
寺
院
へ
の
排
除
が
進
行
す
る
。
社

会
に
浸
透
す
る
の
は
10
世
紀
か
ら
11
世
紀
前

半
で
、
女
人
結
界
が
増
加
し
女
性
み
ず
か
ら

聖
空
間
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る

こ
と
を
次
第
に
認
め
る
よ
う
に
な
る
。

私
は
D
の
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。血
穢
・

産
穢
の
禁
忌
と
仏
教
に
関
し
て
は
勝
浦
令
子

さ
ん
が
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
議

論
は
浄
穢
・
戒
律
の
問
題
に
深
く
か
か
わ
り
、

現
在
も
結
論
を
み
な
い
ま
ま
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
女
人
禁
制
の
問
題
は
現
代
の
問
題
で

も
あ
り
ま
す
。
明
治
５
（
1
8
7
2
）
年
、

政
府
は
太
政
官
布
告
を
出
し
て
女
人
禁
制
を

廃
止
し
ま
す
。
大
多
数
は
こ
れ
に
応
じ
て
い

ま
す
が
、
例
え
ば
吉
野
大
峯
山
や
祭
礼
の
時

の
神
輿
や
鉾
、
大
相
撲
の
土
俵
、
宗む

な
か
た像
神
社

の
沖
ノ
島
は
、
未
だ
に
女
人
禁
制
で
す
。

高
僧
・
宗
祖
の
女
人
救
済

高
僧
・
宗
祖
・
教
団
の
女
人
成
仏
・
往
生

論
で
は
女
性
を
被
救
済
者
の
位
置
に
置
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
生
ま
れ
な
が
ら
に

劣
っ
た
存
在
で
あ
る
女
性
を
、
仏
あ
る
い
は

宗
祖
が
い
か
に
救
済
し
た
か
、
い
か
に
差
別

し
な
か
っ
た
か
を
説
明
し
て
、「
こ
の
よ
う

な
罪
深
い
女
性
で
も
仏
（
ま
た
は
宗
祖
）
は

救
っ
て
く
れ
る
」、「
こ
の
よ
う
に
罪
深
い
女

性
で
も
仏（
ま
た
は
宗
祖
）は
差
別
し
な
か
っ

た
」
と
い
う
態
度
は
、
伝
統
的
仏
教
史
は
も

と
よ
り
歴
史
学
の
立
場
で
も
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
11
世
紀
か
ら
12
世
紀
頃
、
天
台
宗
の

学
僧
は
信
仰
を
持
つ
女
性
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
説
明
を
し
た
か
と
い
う
と
、転
女
成
仏
・

変
成
男
子
説
に
よ
っ
て
「
婦
女
あ
る
こ
と
な

し
」、
つ
ま
り
浄
土
に
は
女
性
は
い
な
い
、

男
子
の
み
存
在
す
る
、
と
い
う
の
で
す
。
ま

あ
な
ん
と
殺
風
景
な
と
思
い
ま
す
が
、
女
性

は
全
部
男
子
に
な
っ
て
往
く
の
だ
、
と
い
う

よ
う
な
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
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中
世
の
女
性
と
出
家

中
世
の
女
性
の
生
き
方
は
大
き
く
分
け

て
、
結
婚
・
就
職
（
奉
公
）・
出
家
の
選
択

肢
が
あ
り
ま
す
。
中
流
貴
族
で
は
宮
中
の
女

官
に
な
っ
た
り
、
上
流
貴
族
の
侍
女
や
女
房

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
出
家
す
る
場
合
は
最

初
か
ら
尼
に
な
っ
て
信
仰
活
動
に
入
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
結
婚
し
て
未
亡
人
に
な
っ

て
出
家
す
る
人
、
仕
え
る
主
人
に
従
っ
て
出

家
す
る
人
や
、
子
ど
も
の
時
か
ら
出
家
す
る

人
も
い
ま
し
た
。
内
乱
が
続
く
中
世
に
は
女

性
の
出
家
者
が
多
く
生
ま
れ
、
亡
き
夫
、
父
、

息
子
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
出
家
す
る
ケ
ー

ス
が
非
常
に
多
か
っ
た
の
で
す
。

日
本
で
尼
が
誕
生
し
た
の
は『
日
本
書
紀
』

に
よ
れ
ば
、
敏び

達た
つ

13
（
5
8
4
）
年
、
蘇
我

馬
子
の
要
請
で
渡
来
人
の
司し

馬ば

達た
っ

等と

の
娘
の

嶋
と
他
2
名
、
合
わ
せ
て
3
名
が
正
式
に
受

戒
を
し
た
比
丘
尼
に
な
る
た
め
に
、
崇す

峻し
ゅ
ん

元

（
5
8
8
）
年
に
学
問
尼
と
し
て
百
済
へ
留

学
し
、
崇
峻
3
年
帰
国
し
、
尼
の
指
導
者
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
に
な
る
と
尼
寺
は
僧
寺
の
側
に

隣
接
し
て
セ
ッ
ト
で
建
立
さ
れ
、
諸
国
国
分

寺
と
国
分
尼
寺
の
よ
う
な
形
は
全
国
的
に
広

ま
り
ま
す
。『
日
本
書
紀
』推
古
32（
6
2
4
）

年
に
よ
れ
ば
寺
の
数
は
46
、僧
が
8
1
6
人
、

尼
が
5
6
9
人
で
し
た
。
尼
の
活
動
は
僧
侶

と
同
じ
く
、
仏
事
の
執
行
、
経
典
の
講
義
、

五
穀
豊
穣
や
天
皇
の
身
体
護
持
な
ど
の
祈
禱

で
し
た
。
貴
族
た
ち
の
家
に
居
住
し
た
尼
は

仏
事
や
病
気
平
癒
、
仏
教
の
講
義
や
子
女
の

教
育
を
担
う
存
在
で
し
た
。

完
全
剃
髪
を
し
て
僧
服
を
着
て
い
る
尼
は

変
成
男
子
を
表
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
性
を
捨
て
る
わ
け
で
す

か
ら
、
性
を
捨
て
た
段
階
で
変
成
男
子
と
い

う
考
え
方
で
す
。中
国
の
例
で
女
根
を
滅
し
、

男
根
が
生
じ
た
（『
法
華
伝
記
』
巻
７
）
と

い
う
表
現
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
く

て
形
を
変
え
る
、
つ
ま
り
今
ま
で
の
生
活
と

形
を
変
え
て
別
の
人
格
に
な
る
。
そ
れ
が
出

家
の
も
つ
大
き
な
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

む
す
び

仏
教
が
説
く
五
障
三
従
・
転
女
成
仏
・
変

成
男
子
・
女
人
成
仏
に
関
わ
る
文
言
は
、
日

本
に
お
け
る
社
会
体
制
、「
家
」
制
度
の
根

幹
の
思
想
と
さ
れ
た
儒
教
と
結
び
つ
い
て

い
っ
そ
う
増
幅
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
女

性
た
ち
は
こ
う
し
た
考
え
を
、
僧
侶
や
男
性

か
ら
聞
か
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
生
ま
れ

て
か
ら
死
の
儀
礼
ま
で
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
登

場
す
る
こ
れ
ら
の
文
言
は
、
時
代
を
下
る
に

し
た
が
っ
て
浸
透
し
た
事
実
は
否
定
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。し
か
し
一
方
で
女
性
た
ち
は
、

社
会
の
中
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
た
事
実
が

明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
差
別
は
負

の
遺
産
で
す
が
、
事
実
を
明
ら
か
に
し
引
き

継
い
で
議
論
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
大
谷
派
の
女
性
会
議
が
こ
こ
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
全
体
の
差
別
問
題
と
連
動
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

（
講
義
抄
録
／
編
集
・
女
性
室
）
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理由は２つあります。１つは「お坊さんは銭泥棒」と
か「税金を払わずに呑気にやってる」と言われていたので、
会社内では私がお寺の娘だということは言いませんでし
た。一方、仕事で接する外国人は自分の信仰を大事にして
いるので、「私、実家がお寺なんです」と話すと、「どうい
う教えなの」と好意的に質問してきました。でも私は仏教
について何も知らないので答えられなくて悔しかったし、
勉強していたらいろんな話ができたのにと思ったことで
す。２つは日本人は宗教の話は避けるのに、パワースポッ
トや神社に行ってお守りやおみくじを買うのがミーハーで
嫌でした。私も一緒に神社に行くことがありますが、自分
に軸があって行くのと、無くて行くのとは違うと思いまし
た。自分に軸がほしいと思ったからです。

２つ上に兄がいます。お寺は男がエライみたいなところ
があるから、私は生まれた瞬間から、「好きにしていいよ」み
たいな感じでした。母は結婚前に専修学院で１年間の寮生
活をして大谷派の教師資格を取っているので、「人生の中
で大事だよ」と薦めてくれたことがあります。ですから、今
回私が勉強したいと言ったことには大賛成してくれました。

父は始めは「なんで？」と思ったみたいでした。勉強する＝
資格を取る＝僧侶の仕事に就くという発想だったからだと
思います。でも、私が勉強することには喜んでくれました。

何も勉強していなかったので講義が全くわからず、特
に仏教概説が難しかったです。教師試験検定では５教科の
うち１教科しか受かりませんでした。何事も挑戦だから受
験しましたが、もっと勉強しなければという課題が見えて
きました。次に受験するまでにもっと期間をかけてきちん
と学ぼうと思います。

以前からなぜ政治家が靖国神社に参拝した、しなかっ
たがニュースで取り上げられるのかわかりませんでした
し、何が問題なのかを誰も教えてくれませんでした。靖国
問題の授業は女性の先生だったし、わかりやすく勉強にな
りました。また、私は一時期、ファッションやメイクなど
見た目ばかりに気を使っていたことがありました。母から
「そういうものを全部取っ払って裸になった時に、その人
の価値がある」と言われたことがあります。その時は奥が
深すぎてわからなかったけれど、最近わかるようになって
きました。

お寺を離れて働きながら子育てをし、「ザ・平均」と
いう一般人の生活をしています。その中で自分の軸は持っ
ていたいと思います。そのためにはもっと真宗の勉強をし、
人生経験を積んでいきたいと思っています。

仏教や真宗を学ぼうと志す女性が増えています。
けれども、仕事や子育て、介護などを担っている女性にとって、
そのような学びの場に身を置くことはとても困難です。

今回、3人の女性に、それぞれがどのような道を歩んでこられたのかを
お聞きしました。

村嶋裕子さん
1985年生まれ。化粧品会社勤務の時、東京の真宗会
館での2週間の教師資格取得コースを受けた後、教師
試験検定を受けたが不合格。現在は保険会社に勤め
ながら、夫と3歳の男児と暮らす。長浜教区第21組
等光寺衆徒。

お聞きした内容

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

真宗を学ぼうとしたきっかけ

その時の周囲の反応

学ぶうえで苦労したこと

学ぶ前と学んだ後での変化

今後について
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大谷大学の大学院まで進んで大谷派の教師資格を取
得していた兄が「お寺を継ぎたくない」と言って、家を出
たのがきっかけです。小さい頃から兄が継ぐのを当たり前
のように思っていたので、私は得度もしておらず、一から
のスタートでしたが、父である住職と相談して学び始める
ことにしました。

ご門徒さんは、お寺を継ぐことを真剣に考えすぎてい
た兄の姿をよく見ていてくださいました。「性格的にはあ
なたの方が向いているよ」と言ってもらった時は、「ご門
徒さんて、家族みたいだな」と温かい気持ちになりました。
実際の家族からは、「女が法衣を着ても格好悪い」「女は男
のように立派なお勤めができるわけじゃない」という意見
があり、お寺の人の方が住職＝男性という感覚が強いよう
に感じました。

母が入院していてお寺を空けることができなかった
ので、教師試験検定で取得するしかありませんでした。検
定は難しいというイメージがありますし、合否が決まるの

に何年かかるかわからない一番先の見えない方法だと思い
ます。女性が住職になる場合、生まれた時から継ぐことが
決まっていたという人は少ないのではないでしょうか。急
に住職が亡くなったとか、病気になったとか。その場合、
お寺を空けることができないので検定を選ぶことになると
思います。しかし記憶力の衰え、勉強法がわからない不安
から教師資格の取得を諦めてしまう人もいると思います。
ですから夜間の学校がもっとできてほしいと思います。

「自分が○○をする」という考え方が非常に強いこと
がわかりました。人に出遇って、南無阿弥陀仏の呼びかけ
をたまわるということの温かさ、大切さを感じています。
ある聞法会での感話の中で、住職になることへの不安を話
しました。その後の講義の中で先生が、「住職は阿弥陀様
でしょ」という言葉をくださいました。その時、私がご門徒
さんを教化し、私がお寺を背負っていくと思っていたこと、
そして、阿弥陀様が私を教化し、阿弥陀様が私を担い、背負っ
てくださることに気づかせていただきました。今でも心が
疲れると、その言葉を思い出し、元気をもらっています。

僧侶だから、住職だからということを超えて、一人の
人間としてお念仏に出遇えたことを嬉しく思っています。
お念仏が相続しますようにと願うのみです。

私は核家族でお仏壇もない家庭で育ったので、仏教の
ことも親鸞聖人のことも授業で習う程度にしか知りません
でした。夫の仕事の関係で京都とアメリカに住んだ後、日
本に戻り、お寺に住むことになりましたが、何もわからな
い状態でした。それで、教区の坊守講座などに参加し、そ
こで知り合った友人と月に１～２回「仏典童話に学ぶ会」
に参加しました。この輪読会で、自分と周りの友人たちの
知識の違いを感じるようになりました。でも「この人たち
はお寺で生まれ育っているし、大谷派の大学出ているし
……」という言い訳が私の中にあって。そんな時に夫に相
談したら「同朋大学の別科や教区の真宗学院もあるよ」と
アドバイスをくれましたが、子どものことがあり、いずれ
またということになりました。今度は息子の障がいという
言い訳がしっかり自分の中にあったのです。
　２０１５年の春に夫が倒れました。本人は治ると思ってい
ましたから前向きでしたね。運命を呪いましたが、夫は「仕
方ないよ。今はできるだけやってみるしかない」とにこに
こしていて、なんて人でしょうと思いました。その後１年

半の闘病を経て亡くなりました。夫の弟も妹もお寺とは関
係ない生活をしていて継ぐ気持ちはなかったので、自分が
教師資格をとって継げば問題ないと思いました。

夫の両親はもちろん、弟妹も喜んでくれました。総代
さんからは「どれだけ安心したか……」と言われました。

通学に片道１時間半かかり、宿泊研修も多く、子ども
もいるので家事と両立するのが大変でしたね。ですが家族
のバックアップがあり、なんとか乗り切れました。夫の死
後、入学までゆっくり考える時間もなかったのが逆に自分
にはよかったようです。

学んで知識は増えたけれど、それが生活の中で活かさ
れているのかな？と思います。ですが、息子の障がいと夫
の病気という２つの大きな出来事があって、初めて私は私
のために「すでに南無阿弥陀仏の道」があったと気が付い
たのです。そして「仏典童話」が自分の根っこであり、そ
こをもっと深めていきたいと思いました。

教区の夏の集いのスタッフになり、息子や娘を連れて
毎年参加した体験から、子どもに向けたわかりやすいお話
などもしてみたいと思っています。もっと学びを深めたい
と思い、４月から同朋大学の３年生へ編入します。

齋
さ い

藤
と う

瑶
よ う

子
こ

さん

畝
う ね

部
べ

真
ま

紀
き

さん

1988年生まれ。父と祖母との３人暮らし。母は入院
中。兄は県外で就職。東京教区東京２組明順寺副住職。

1971年生まれ。ダウン症の息子（専門学校生）と高
校生の娘と夫の両親の5人暮らし。夫の死後、同朋大
学の別科で教師資格を取得。今後、住職になる予定。
岡崎教区第23組願成寺候補衆徒。

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5
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男
性
の
自
立
と
依
存

男
性
の
対
人
関
係
の
研
究
が
専
門
の
平
山

さ
ん
が
息
子
介
護
の
研
究
を
始
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
男
性
の
様
々
な
対
人
関
係
の

中
で
、
成
人
し
た
後
に
全
然
出
て
こ
な
い
の

が
親
と
の
関
係
、
親
と
の
向
き
合
い
方
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
誰
も
語
っ
て
お
ら

ず
、
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

男
性
性
が
語
ら
れ
る
時
、
ほ
ぼ
息
子
と
し

て
の
男
性
が
出
て
こ
な
い
の
は
、男
性
が「
子

ど
も
で
あ
る
こ
と
」
は
依
存
的
存
在
だ
と
捉

え
が
ち
で
、
精
神
的
な
部
分
で
誰
か
の
庇
護

を
求
め
な
い
こ
と
が
男
ら
し
い
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
男
性
は
弱
み
を
見
せ

ら
れ
な
い
し
、
見
せ
た
が
ら
な
い
。
男
性
は

自
立
を
、
ま
る
で
依
存
し
な
い
こ
と
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

男
性
は
就
労
の
場
で
は
自
立
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
家
庭
に

い
る
女
性
の
無
償
労
働
に
依
存
し
て
い
ま

す
。
こ
の
労
働
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
い
い
と

見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
依
存
し
て
い
な
い
か

の
よ
う
に
見
せ
て
き
た
の
で
す
。
日
頃
、
法

務
と
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
を
担
う
私
に

対
し
て
、極
た
ま
に
夫
か
ら「
お
母
さ
ん
は
い

い
よ
ね
…
…
」
と
か
け
ら
れ
る
言
葉
は
、
比

較
的
時
間
の
自
由
が
き
く
、
気
楽
な
身
分
の

あ
な
た
が
羨う

ら
や

ま
し
い
と
い
う
皮
肉
が
込
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
「
ケ
ア
を
提
供
す

る
人
を
貶お

と
し

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
立
し
た
個

人
を
成
り
立
た
せ
て
き
た
の
だ
」
と
理
解
す

る
と
、少
し
救
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

「
男
の
生
き
づ
ら
さ
論
」
か
ら

平
山
さ
ん
の
お
話
で
「
目
か
ら
鱗う

ろ
こ

」
だ
っ

た
の
が
「
男
性
の
生
き
づ
ら
さ
論
」
の
展
開

で
す
。お
寺
に
集
ま
る
女
性
た
ち
が
よ
く「
今

の
お
嫁
さ
ん
は
い
い
わ
よ
…
…
旦
那
さ
ん
が

子
ど
も
の
お
む
つ
を
替
え
た
り
、
お
風
呂
に

入
れ
た
り
し
て
く
れ
る
か
ら
」
と
話
し
て
い

ま
す
。
男
性
は
稼
ぎ
手
に
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
る
一
方
で
、
女
性
か
ら
家
事
や

育
児
の
負
担
も
求
め
ら
れ
る
と
い
う
「
男
の

生
き
づ
ら
さ
論
」
は
確
か
に
存
在
し
ま
す
。

し
か
し「
稼
ぎ
手
は
男
性
」と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
実
は
女
性
の
せ
い
で
は
な
く
、
社

会
の
構
造
が
そ
う
で
き
て
い
る
か
ら
と
言
わ

れ
て
初
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
社
会
の

構
造
は
、
①
家
事
や
育
児
に
関
し
て
公
的
支

援
が
貧
弱
、
②
職
場
に
お
け
る
性
差
別
賃
金

格
差
（
先
進
国
の
中
で
、
一
人
親
世
帯
、
母

親
世
帯
の
貧
困
率
が
ト
ッ
プ
）、
③
妊
娠
出

産
、
生
理
な
ど
に
よ
る
体
調
不
良
を
考
慮
し

な
い
就
労
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
家
庭
と
仕
事
が
バ
ッ
テ
イ

ン
グ
し
た
時
の
選
択
に
男
性
と
女
性
で
は
格

差
が
現
れ
て
、
妻
に
対
し
て
「
あ
な
た
は
僕

ほ
ど
世
の
中
で
稼
げ
な
い
よ
ね
。
だ
と
し
た

ら
僕
が
仕
事
で
、
あ
な
た
が
ケ
ア
を
や
る
し

か
な
い
」と
い
う
交
渉
が
発
生
す
る
の
で
す
。

世
の
中
に
は
、「
男
性
は
弱
音
を
吐
け
な

い
」、「
重
圧
を
担
っ
て
い
る
か
ら
自
殺
率
が

高
い
」
と
い
う
神
話
が
語
ら
れ
ま
す
が
、
男

性
は
自
分
よ
り
も
弱
い
立
場
の
相
手
に
は
弱

音
を
吐
い
て
い
る
し
、
自
殺
率
の
話
も
、
女

性
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
役
割
が
大
し
た
重
圧

で
は
な
い
と
い
う
仮
定
の
下
に
成
立
し
て
い

る
と
聞
き
、
物
事
の
一
面
だ
け
を
捉
え
て
ま

こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
い

か
に
鵜
呑
み
に
し
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

息
子
介
護

家
事
が
全
く
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
家
庭
に
お
け
る
主
た
る
介
護
者
と
し
て

の
割
合
が
増
え
て
い
る「
息
子
」は
、家
事
は

他
の
人
が
担
っ
て
い
る
か
ら
可
能
な
話
で
、

実
は
女
性
の
サ
ポ
ー
ト
な
し
に
は
回
ら
な
い

介
護
す
る
息
子
た
ち

あ
る
日
、
女
性
室
ス
タ
ッ
フ
の
１
人
が
『
介
護
す
る
息
子
た
ち
―
男
性
性
の
死
角
と
ケ
ア
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
分
析
』
と
い
う
本
を
紹
介
し
た
の
が
、著
者
で
あ
る
平
山
亮
さ
ん
と
の
出
会
い
で
し
た
。「
息

子
介
護
」
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
均
衡
な
関
係
を
是
正
す
る
た
め
に
手
加
減

な
く
語
る
平
山
さ
ん
の
本
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
引
き
込
ま
れ
、
ぜ
ひ
直
接
会
っ
て
お
話
を
聞
き
た
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
講
題
は
「
男
性
と
男
性
性
～
ケ
ア
の
視
点
か
ら
～
」
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
当
日
の
学
習
会
の
内
容
を
女
性
室
ス
タ
ッ
フ
の
目
を
通
し
て
報
告
し
ま
す
。

講師プロフィール●東京都健康長寿医療センター研究所 福祉と生活ケア研究チーム研究員。従来の複雑なジェンダー不平等の構造を
可視化するべく、国内外に蓄積された豊富な情報からの分析に基づく繊細な考察を行う。

「
女
性
室
ス
タ
ッ
フ
学
習
会
」
レ
ポ
ー
ト

２
０
１
８
年
2
月
2
日

講
師
●
平ひ

ら

山や
ま 

亮り
ょ
う

さ
ん
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と
い
う
例
も
多
い
の
で
す
。M

.D
eV

ault
の
『Feeding the Fam

ily

』（
家
族
に
ご

飯
を
あ
げ
る
こ
と
）は
興
味
深
い
で
す
。「
ご

飯
を
作
る
」
と
い
う
作
業
は
食
料
を
用
意
し

て
調
理
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
献
立
、
家
族

の
好
み
、
冷
蔵
庫
の
残
り
物
、
お
財
布
の
状

況
、
こ
れ
か
ら
の
予
定
な
ど
を
判
断
し
、
調

理
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は「
感
覚
的
活
動
」と
い
い
、「
ケ

ア
」
と
い
う
作
業
が
生
活
や
生
存
を
支
え
る

も
の
に
な
る
た
め
に
は
、
不
可
欠
な
も
の
で

す
。
こ
の
言
葉
に
出
会
っ
て
、
今
ま
で
自
分

が
家
事
を
こ
な
す
中
で
行
っ
て
き
た
、
目
に

見
え
な
い
よ
う
な
労
働
を
言
語
化
し
て
も
ら

え
た
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
平
山
さ
ん
は
勁

草
書
房
の
「
け
い
そ
う
ビ
ブ
リ
オ
フ
ィ
ル
」

と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、「
名
も
な
き
家

事
」
の
、そ
の
先
へ
と
い
う
「
感
覚
的
活
動
」

に
つ
い
て
の
連
載
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
下
駄
」に
気
づ
き
、「
下
駄
」か
ら
降
り
る

私
の
所
属
す
る
お
寺
の
場
合
、
経
済
的
に

は
住
職
が
外
で
働
い
て
く
る
収
入
に
よ
っ
て

家
族
の
生
計
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
お
寺

の
法
務
や
寺
務
を
ほ
と
ん
ど
担
っ
て
い
る
私

（
坊
守
）
で
す
が
、
宗
教
法
人
か
ら
い
た
だ

く
給
与
は
、
私
一
人
が
生
き
て
い
く
の
も
や

や
厳
し
い
額
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。と
は
言
え
、

小
さ
な
寺
院
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
を
一
人

で
こ
な
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
、
か
な
り
の

し
ん
ど
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ
で
も
住
職
が

外
で
得
て
き
た
収
入
で
家
族
が
養
わ
れ
て
い

る
と
い
う
事
実
が
あ
る
の
で
、
住
職
の
し
ん

ど
さ
か
ら
比
べ
る
と
私
の
し
ん
ど
さ
な
ど
は

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
が
う
っ
か
り
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
り
す
る

と
、「
娘
た
ち
が
困
ら
な
い
よ
う
同
じ
く
ら

い
稼
い
で
き
て
く
れ
た
ら
僕
も
代
わ
り
た
い

よ
」
と
あ
っ
さ
り
と
返
さ
れ
て
し
ま
う
の
が

そ
の
証
で
す
。

そ
の
言
葉
を
な
ん
と
も
釈
然
と
し
な
い
気

持
ち
で
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
が
、
平
山
さ

ん
の
講
義
を
聞
い
て
こ
れ
は
「
構
造
的
優
位

の
乱
用
」
に
当
た
る
ぞ
と
思
わ
ず
頷
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。「
下
駄
」
と
い
う
の
は
気
づ

か
ず
に
履
い
て
い
る
「
構
造
的
優
位
」
の
こ

と
で
す
。
自
分
の
意
図
と
は
関
係
な
く
優
位

に
立
て
る
状
況
を
可
能
に
す
る
も
の
を
「
下

駄
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
男
性
が
女
性
よ
り

も
稼
げ
て
い
る
の
は
下
駄
に
乗
っ
か
っ
て
い

る
か
ら
で
、
劣
位
に
い
る
私
に
稼
げ
な
い
こ

と
を
持
ち
出
す
の
は
構
造
的
優
位
の
乱
用

（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
に
あ
た
る
わ
け
で
す
。

「
真
に
平
等
な
社
会
と
は
誰
も
が
好
き
に

振
る
舞
っ
て
よ
い
社
会
で
は
な
い
。下
駄（
構

造
的
優
位
）
を
履
い
て
い
る
者
は
何
も
し
な

く
て
も
下
駄
に
乗
っ
か
っ
て
い
ら
れ
る
か

ら
、
そ
の
ま
ま
振
る
舞
え
ば
勝
手
に
優
位
に

な
る
。
だ
と
す
る
と
真
に
平
等
な
社
会
と
い

う
の
は
、
優
位
な
側
が
そ
の
優
位
性
を
自
分

自
身
の
禁
じ
手
に
す
る
こ
と
で
し
か
達
成
で

き
な
い
」
と
い
う
平
山
さ
ん
の
言
葉
に
驚
き

ま
し
た
。
男
性
か
ら
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
聞

く
の
は
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
ス
タ
ッ

フ
か
ら
の
「
な
ぜ
平
山
さ
ん
の
よ
う
な
視
点

が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
、「
女
性

た
ち
が
何
十
年
も
言
い
続
け
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
で
い
ら
れ
る
の
で

す
か
と
逆
に
聞
い
て
み
た
い
」
と
答
え
ら
れ

ま
し
た
。
実
は
こ
の
ス
タ
ッ
フ
学
習
会
に
先

駆
け
て
、
平
山
さ
ん
の
職
場
へ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
取
材
で
伺
っ
た
時
に
平
山
さ
ん
が
、

自
分
の
中
に
問
う
よ
う
な
内
省
的
な
男
性
学

が
下
火
に
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。「
自
分
の
こ
と
と
し
て
受

け
止
め
る
」
と
い
う
こ
と
や
、「
自
己
に
問

う
て
い
く
」
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
が
日
頃

仏
教
徒
と
し
て
生
き
る
姿
勢
に
通
じ
る
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。

社
会
の
中
で
、
体
力
的
な
面
で
も
経
済
的

な
面
で
も
女
性
よ
り
優
位
に
あ
る
と
さ
れ
る

男
性
の
側
が
、
そ
の
優
位
性
に
気
づ
き
、
そ

れ
を
自
ら
行
使
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
真
に
平
等
な
関
係
は
築
け
な
い
。
そ

れ
が
「
下
駄
に
気
づ
き
、
下
駄
を
降
り
る
」

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
そ
れ
は
男
女
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
寺
族
と
門
徒
の
関
係
な
ど
に
も
当
て
は

め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
学
習
会
を
終
え
て

な
ぜ
平
山
さ
ん
が
「
息
子
介
護
」
を
研
究

し
た
い
の
か
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
均
衡
な
関

係
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
こ
の
「
男
性
の
介

護
」
と
い
う
の
が
一
番
わ
か
り
や
す
い
教
材

な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
こ
と
を
い

か
よ
う
に
も
出
来
る
介
護
の
場
は
、
優
位
に

立
つ
者
が
優
位
に
な
ら
な
い
よ
う
意
識
す
る

た
め
の
実
践
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

男
性
が
い
か
に
し
て
自
分
の
優
位
性
を
押
さ

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
れ
を
見
た
い
が

た
め
に
こ
の
研
究
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
平

山
さ
ん
の
言
葉
が
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

（
女
性
室
ス
タ
ッ
フ
　
大
橋
尚
代
）
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2
0
1
7
年
4
月
10
日
、
岐
阜
別
院
本

堂
を
会
場
に
、「「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

と
決
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
―
男
も
女
も

い
る
か
ら
成
り
立
つ
世
界
―
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
講
師
に
石
蔵
文
信
さ
ん
を
迎
え
、

「
女
性
室
公
開
講
座
岐
阜
会
場
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

医
師
で
あ
る
石
蔵
さ
ん
は
、
循
環
器
科

の
研
究
の
一
方
で
「
男
性
更
年
期
障
害
」

と
い
う
概
念
を
社
会
に
広
め
た
第
一
人
者

で
あ
り
、
中
高
年
男
性
の
精
神
的
疾
患
を

専
門
と
し
た
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
夫
の
言
動
へ
の
不
平
や
不
満
が
ス
ト

レ
ス
と
な
っ
て
妻
の
体
に
不
調
が
生
じ
る

状
態
を
見
出
し
、「
夫
源
病
」
と
名
付
け
提

唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
中
高
年
男
性
の
う
つ
病
患

者
を
診
察
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
定
年
退

職
後
の
男
性
の
現
状
と
妻
と
の
意
識
の
ズ

レ
な
ど
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
熟
年
離
婚
の
危

機
を
回
避
す
る
た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し

て
、「
お
い
」「
お
前
」
で
は
な
く
「
お
互

い
の
名
前
を
呼
ぶ
こ
と
」
な
ど
具
体
例
を

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夫
が
妻
に
生
活
を
依
存
し
、
妻

が
夫
に
収
入
を
あ
て
に
す
る
「
共
依
存
」

の
関
係
が
夫
婦
関
係
を
こ
じ
ら
せ
る
、
と

も
指
摘
。
夫
が
料
理
を
す
る
こ
と
で
妻
と

の
会
話
が
増
え
る
な
ど
の
実
例
を
あ
げ
て
、

「
定
年
後
は
お
互
い
が
自
立
し
、
心
地
よ
い

距
離
を
置
き
な
が
ら
助
け
合
う
パ
ー
ト

ナ
ー
の
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
結

ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
が
15
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、『
女ひ

と

と
男ひ

と

の
あ
い
あ
う
カ
ル
タ
』

で
カ
ル
タ
取
り
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
が
手
に

取
っ
た
カ
ル
タ
の
札
に
つ
い
て
、「
家
制
度
っ

て
今
も
残
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

「
こ
の
句
の
と
お
り
だ
」「
私
た
ち
の
時
代

と
今
の
若
い
人
で
は
違
う
の
で
は
？
」
な

ど
様
々
な
感
想
が
語
り
合
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
石
蔵
さ
ん
か
ら
、
妻
に
「
あ
り

が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」「
愛
し
て
る
」

と
気
持
ち
を
言
葉
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
結
び
の
言
葉
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「女はつらいよ」「男もつらいよ」
決めつけられると　グチがでる
年寄りだから　若者だから
住職だから　　坊守だから　　門徒だから・・・
「だから・だから」の決めつけで　
自分らしさを見失う
「だから」だらけの私の姿　問い直してみませんか？

女
性
室
公
開
講
座
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
、

初
め
の
頃
は
「
女
性
室
」
と
い
う
存
在
す
ら

知
ら
ず
、
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。
月
日
を

重
ね
る
ご
と
に
、
そ
の
意
図
や
必
要
性
み
た

い
な
も
の
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
ま
し
た
。

講
師
選
考
の
時
は
、
石
蔵
先
生
の
出
版
さ

れ
た
『
夫
源
病
』
等
を
読
み
、
こ
の
方
な
ら

今
回
の
テ
ー
マ
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
賛
同

し
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
男
性
に
は
手
厳
し
い
も
の

ば
か
り
で
、
男
性
達
は
苦
笑
し
て
い
ま
し
た

ね
。
特
に
定
年
後
の
ご
主
人
の
こ
と
を
家
庭

で
は
、「
亭
主
元
気
で
留
守
が
い
い
」や
家
庭

内
「
粗
大
ゴ
ミ
」
扱
い
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。

お
互
い
の
存
在
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
よ

う
に
な
る
と
、
後
半
の
人
生
が
む
な
し
い
も

の
と
な
る
と
言
わ
れ
、
お
互
い
が
自
立
し
て

「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」と

決
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か

　
―
男
も
女
も
い
る
か
ら
成
り
立
つ
世
界
―

（
大
阪
大
学
人
間
科
学
研
究
科
未
来
共
創
セ
ン
タ
ー
招
へ
い
教
授
、
イ
シ
ク
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
代
表
）

講
師 

石い
し

蔵く
ら

文ふ
み

信の
ぶ

さ
ん

女性室公開講座 ● 岐阜会場

岐
阜
教
区
第
１
組
慶
安
寺

赤
石
幸
夫

（

）

女
性
室
公
開
講
座
実
行
委
員
会
委
員
・

教
区
同
朋
の
会
推
進
員
連
絡
協
議
会
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共
に
助
け
合
う
方
が
末
長
く
暮
ら
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、こ
れ
か
ら
は
、お
互
い
に
名
前
で

呼
び
合
う
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
と
言
わ
れ
、

私
も
実
践
し
て
み
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
あ
い
あ
う
カ
ル
タ
会
を
15
班
に

分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
読
み
手
の
上
田
文

さ
ん
（
女
性
ス
タ
ッ
フ
）
の
ト
ー
ク
も
交
え
、

取
っ
た
カ
ル
タ
の
絵
や
内
容
に
対
し
、
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
等
話
し
て
も
ら
う
企
画
、

け
っ
こ
う
楽
し
か
っ
た
で
す
。

3
時
間
と
い
う
日
程
で
し
た
が
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
公
開
講
座
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
に
出

た
当
初
、
私
は
な
ぜ
今
、
こ
の
会
を
も
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
戸
惑
い
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。し
か
し
、実
行
委
員
の
方
々
の
意
見

を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
中
で
は
当

た
り
前
で
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決

め
つ
け
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
石
蔵
先
生
は
男
女
の
性
の

違
い
を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
、
相
手
の
行
動

や
言
動
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
な
る

ほ
ど
そ
う
い
う
わ
け
だ
っ
た
の
か
と
頷
く
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。
自
分
も
相
手
に
そ
う
思

わ
れ
て
い
る
わ
け
だ
と
わ
か
っ
た
ら
、
す
っ

き
り
納
得
で
き
ま
し
た
。
そ
の
二
人
が
ど
う

認
め
合
う
か
、
解
決
策
ま
で
詳
し
く
お
話
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
た
だ
、
納
得
し
て
も
な
か

な
か
行
動
で
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
厄
介
な

私
で
す
。

お
話
の
最
後
に
、
夫
婦
が
お
互
い
に
う
っ

と
う
し
く
思
っ
た
ら
、
距
離
を
保
っ
て
お
く

と
い
う
こ
と
も
大
切
だ
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
も
と
も
と
一
人
で
あ
る
者

同
士
が
一
緒
に
な
っ
た
わ
け
な
の
で
、「
プ

チ
別
居
」
し
て
も
よ
い
と
考
え
れ
ば
楽
に
な

り
ま
す
。

講
座
を
終
え
て
考
え
た
こ
と
は
、
あ
ら
た

め
て
罪
悪
深
重
の
我
が
身
を
問
う
と
い
う
と

き
、
男
女
が
あ
い
あ
う
と
は
ど
う
し
た
ら
成

り
立
つ
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
会
は
、

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
し
て
い
た
こ
と
を
問

う
貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
室
公
開
講
座
・
岐
阜
会
場
の
開
催
は
、

２
０
１
５
年
６
月
頃
の
女
性
室
か
ら
の
呼
び

か
け
に
よ
り
始
動
し
ま
し
た
。
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
当
初
は
、「
女
性
室
公
開
講
座
」

と
い
う
耳
慣
れ
な
い
名
称
に
戸
惑
い
ま
し

た
。
特
に
、
女
性
室
が
何
か
さ
え
知
ら
な
い

私
は
、
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
し

た
。「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
」
と
い
わ

れ
て
も
、
私
た
ち
岐
阜
教
区
に
と
っ
て
は
特

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
は
な
い
、
な
ど
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
か
ら
と
、
差
別
問
題
を
取
り
組
む
岐
阜

教
区
研
修
部
会
に
て
、検
討
を
始
め
ま
し
た
。

以
来
、
1
年
あ
ま
り
検
討
を
深
め
て
い
く

と
、他
人
事
だ
と
思
っ
て
い
た
「
男
だ
か
ら
」

「
女
だ
か
ら
」
と
の
決
め
つ
け
が
、
身
の
回

り
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
決
め
つ
け
が
、
か
け
が
え

の
な
い
能
力
、
素
晴
ら
し
い
個
性
を
押
し
つ

ぶ
し
た
り
、
生
き
る
喜
び
を
奪
っ
た
り
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。
女
性

室
公
開
講
座
の
開
催
を

断
る
理
由
は
な
い
、
女

性
室
公
開
講
座
は
私
た

ち
の
課
題
だ
と
い
う
声

が
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

そ
ん
な
議
論
を
経
て
、

研
修
部
で
実
施
原
案
を

つ
く
り
、実
行
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
実
施
企
画

を
練
り
上
げ
、
今
日
の

女
性
室
公
開
講
座
開
催
と
な
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
と
「
だ

か
ら
」
と
い
う
決
め
つ
け
が
。
他
に
も
い
っ

ぱ
い
出
て
き
ま
し
た
。「
若
者
だ
か
ら
」「
年

寄
り
だ
か
ら
」「
子
ど
も
だ
か
ら
」「
住
職
だ

か
ら
」「
坊
守
だ
か
ら
」「
門
徒
だ
か
ら
」。「
現

在
の
生
活
を
深
く
見
つ
め
る
と
は
、『
だ
か

ら
』
と
い
う
言
葉
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
る
こ

と
だ
」と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。「
だ

か
ら
・
だ
か
ら
」
が
い
っ
ぱ
い
振
り
回
さ
れ

て
、「
だ
か
ら
」
の
言
葉
で
自
分
が
決
め
つ

け
ら
れ
、
自
分
ら
し
さ
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
、私
た
ち
の
日
常
生
活
で
は
な
い
か
、

そ
ん
な
問
題
意
識
を
持
つ
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
大
阪
か
ら
石
蔵
先
生
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
貴
重
な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
だ
か
ら
」
と
い

う
決
め
つ
け
を
考
え
さ
せ
る
、
楽
し
い
「
あ

い
あ
う
カ
ル
タ
」
も
あ
り
、
こ
の

講
座
を
通
し
て
、「
だ
か
ら
と
い

う
決
め
つ
け
」
が
私
た
ち
に
ど
ん

な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
か
を

問
い
直
す
大
切
な
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
本
講
座
が
、
今
後
の

岐
阜
教
区
が
男
女
両
性
の
理
解
と

協
力
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
く

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
念
じ
て

お
り
ま
す
。

女性室公開講座 ● 岐阜会場

岐
阜
教
区
第
３
組
正
淨
寺

森
眞
理
子

（

）

女
性
室
公
開
講
座
実
行
委
員
会
委
員
・

坊
守
会

岐
阜
教
区
第
15
組
本
覺
寺

岩
佐
善
夫

（

）

女
性
室
公
開
講
座
実
行
委
員
長
・

研
修
部
会
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母方の実家であるお寺で働き始めて１年経った。と同時に、私にとっては「女の子になる

こと」を封印して１年が経ってしまった。

化粧道具もウィグもお気に入りの服もクローゼットにしまいっぱなし。両親とご門徒さん

には未だに私が女装することも、「女の子」でいる時の自分が好きであることもカミングアウ

ト出来ていない。現状信頼できる人にだけ、自分が「女の子になりたい男」（MtF トランスジェ

ンダー）であることをオープンにしている。「女の子になりたい」と言っても、「男でいるの

はイヤだ！」と思うほど自分の性に対する違和感が強いわけではない。化粧をしてレディー

スを纏
ま と

う自分も、すっぴんでメンズを纏う自分も、同等に「自分」という固有の性だと認め

ている、という感じ。だから、どちらか一方でいることしか認めてもらえない環境は私にとっ

て息苦しい。

言葉にすればこうなるけれど、今この文章を読んだ皆さんはどれだけご納得いただけただ

ろうか。加えて、こんな私がどれだけお寺に息苦しいものを感じているかについて、どこま

で想像していただけただろうか。

私がトランスジェンダーであることを公にできる場の一つに、仙台教区教化委員会の会合

がある。そこで、内部向けに性差別学習会を開き、仙台教区独自の「ジェンダーかるた」を

作る試みを今進めている。女性室制作の「ジェンダーかるた」には LGBTs を扱った句が一つ

もない。だからこそ、「ジェンダーかるた」を LGBTs の問題もしっかり扱う形でアップデー

トしたい。性差別学習会を通して私がやりたいことの一つである。

ただ、始めた当初聞かれた意見は「どうしても自分の課題にならない」「どう理解したらい

いかわからない」といった、正直ではあるが悲しい気持ちになるものばかりだった。

自分の性に正直に振る舞うことで周囲から気持ち悪がられたり、恋人から「死のう！」と

自殺を迫られたりしたことが、私にはある。でも、他の教化委員会のメンバーにはない。深

い溝が横たわっているのを感じた。だが、だからと言って諦めるという選択はしなかった。

大事なのは「他人事」でなしに「自分事」として聞き取ろうとすること。そして、当事者

の声は今や本だけでなくマンガや映画、ネット記事などで沢山聞くことが出来る。何より私

がここにいる。

そういえば教化委員会に入って初めて知り衝撃を受けたことの一つに、「男女両性で形づく

る教団」というスローガンがある。「男／女」の両性しか見ていない、見えていない教団に私

の居場所はない。「多様な性と共にある教団」を私は目指したいし、仲間とともに目指してい

きたい。

仙台教区　鹿
し か

音
ね

のん

つぶ やき

多様な性と共にある教団へ
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結婚にまつわる心のゆらぎを書こうと思います。
「婚姻は両性の合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有することを基本として…」と

憲法条文にはありますが、自分たちの結婚はそうなっているでしょうか、考えてみます。
私は実家の寺の跡取りで、私の夫は彼の実家の寺の跡取りです。私は結婚前、禿（かむろ）

という姓で、結婚しても禿でいたいと思っていました。彼は森という姓で、彼もやはり前から
の姓でいたいと思っていました。夫婦別姓が認められていないのでどちらかをとらなくてはい
けません。どちらも自分の姓でいたいという気持ちがあったら、どちらかが諦めるしかないです。
夫婦は同等の権利を有するのではないの？と思ってしまいます。

私が禿という姓でいたかったのには２つ理由があります。１つは純粋に自分が禿という姓が
好きだったこと。２つ目は実家の寺の門徒さんの中には禿という姓のままで寺を継いでほしい
という人がいたからです。彼の実家の寺の門徒さんがどう言っていたかは知りませんが、結婚
が決まっても姓が変わるなんてことは考えもしなかったかもしれません。女性が変わることの
方が多いからです。結局どちらも姓を変えたくない立場にあった私たちはどうしたのか。最終
的に私が姓を変えることにしました。彼が私の姓を名のったら波風がたつ、まだ女である私の
姓が変わることの方が仕方ないと思ってもらえるのではないか、と私が考えたからです。彼は
ただごめんと言っていました。

これで良かったのでしょうか。こんな決め方で私は納得したのでしょうか。大学でフェミニ
ズムを学んだことは何だったのでしょうか。結婚という言葉を聞くと今も心がゆらぎます。ぐ
らぐらと自分のアイデンティティが揺れます。ゆらぎどころではないくらいに。そもそも両性
の合意のみに基づいて成立するはずなのに、何故私は結婚という事と寺という事を分けて考え
られないのでしょうか。私は今好きな人をパートナーとして人生を共にできることは最高に味
わい深くて幸せだと思いますが、結婚が対等かと聞かれれば、そうではない気がしてならない
です。この原稿を書いていたらまた心がざわついてきました。ささくれだってきました。まず
は夫と一緒に考えたいです。今度は１人で勝手に３歩下がるのではなく、夫と共に歩めるよう
に２人で考えていきたいです。良かったら皆様も一緒に考えてくれませんか。

ゆ ら ぎ

今度は共に

大垣教区 第 13 組 樂邦寺　森
も り

 奈
な

穂
ほ
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2
0
1
8
年
2
月
23
日
、
し
ん
ら
ん
交
流

館
に
お
い
て
「
分
断
と
沈
黙
を
超
え
て
～
沖

縄
と
女
性
～
」
を
テ
ー
マ
に
2
0
1
7
年
度

女
性
室
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
、
百
名
を
超

え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
に
三
上

智
恵
さ
ん
を
迎
え
、
氏
の
監
督
作
品
『
標
的

の
島
～
風か

じ

か
た
か
～
』
を
上
映
後
、
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
は
、
三
上
さ
ん
の
前
二
作

（『
標
的
の
村
』『
戦

い
く
さ

場ば

ぬ
止

と
ぅ
ど
ぅみ

』）
に
続
く
基

地
や
自
衛
隊
の
配
備
に
揺
れ
動
く
沖
縄
を
取

材
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
で
、
辺
野
古
や

高
江
に
集
ま
る
人
々
や
島
に
根
付
き
、
い
の

ち
を
つ
な
い
で
い
こ
う
と
す
る
女
性
た
ち
の

姿
が
描
か
れ
映
画
の
題
で
あ
る
〈
風
か
た
か

（
風
よ
け
）〉
に
込
め
ら
れ
た
願
い
が
さ
ら
に

増
幅
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

上
映
後
、
三
上
さ
ん
は
「
辺
野
古
の
海
が

埋
め
ら
れ
て
嬉
し
く
思
う
人
は
い
な
い
。
仕

方
な
く
容
認
し
て
い
る
人
を
賛
成
派
と
言
わ

な
い
で
ほ
し
い
。
決
し
て
賛
成
反
対
と
い
う

二
項
対
立
で
は
な
い
」「
民
主
主
義
が
壊
れ

つ
つ
あ
る
と
、
沖
縄
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

る
こ
と
に
日
本
中
の
人
に
気
づ
い
て
ほ
し

い
」
等
、
他
県
の
人
た
ち
の
無
関
心
さ
、
伝

わ
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
つ
ら
く
て
泣
き
な
が
ら

見
ま
し
た
。〝
反
対
と
言
え
な
く
し
て
し
ま

う
こ
と
〟
が
日
本
の
状
況
そ
の
も
の
だ
と
思

い
ま
す
」「
女
性
室
公
開
講
座
の
新
た
な
展

開
と
し
て
よ
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
ど
う
考
え
行
動

す
る
べ
き
か
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
座

と
な
り
ま
し
た
。

女性室ホームページ

「あいあうnet」開設

2017年12月、 女 性 室 HP「あいあうnet」（http://
aiau-higashihonganji.net）を開設しました。女性室の
事業予定や講師情報などをご覧いただけます。女性室広報誌『あいあう』の閲
覧や『女

ひ と

と男
ひ と

のあいあうカルタ』のダウンロード、インタビュー記事など学習素材
の提供も行っています。

しんらん交流館HP（http://jodo-shinshu.info）「女性室」バナー、宗派 HP の
解放運動推進本部内の「女性室」バナーからもアクセスできます。

　
今
回
の
女
性
室
公
開
講
座
は
、
し
ん
ら

ん
交
流
館
（
京
都
）
を
会
場
に
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
ま
た
映
画
監
督
と
し
て
、
沖
縄

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
て
い
る

三
上
智
恵
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
女
性
の
視

点
か
ら
沖
縄
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
す
。

　
誰
も
傷
つ
け
ず
誰
か
ら
も
傷
つ
け
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
い

の
ち
を
守
る“
風か

じ

か
た
か
”＝
「
風
よ
け
」

に
な
ろ
う
と
辺
野
古
や
高
江
に
集
ま
る
女

性
た
ち
の
姿
や
三
上
監
督
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
通
し
て
、一
人
ひ
と
り
が
分
断
と
沈
黙
を

超
え
自
立
し
た
関
係
を
生
き
る
こ
と
を
願

っ
て
、今
沖
縄
か
ら
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
沖
縄
は
先
の
戦
争
に
お
い

て
、
日
本
で
唯
一
地
上
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
県
民
の
4
人
に
1
人
に
あ
た
る
20
万

人
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
美
し

く
の
ん
び
り
と
し
た
南
国
の
イ
メ
ー
ジ
の

一
方
で
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
日
常
に

は
、
今
な
お
広
大
な
米
軍
基
地
の
フ
ェ
ン

ス
の
風
景
が
続
い
て
い
ま
す
。
繰
り
返
さ

れ
る
市
民
と
り
わ
け
女
性
へ
の
暴
力
的
な

犯
罪
、
高
い
貧
困
率
、
基
地
を
巡
る
分
断

と
沈
黙
。
現
代
の
沖
縄
が
抱
え
る
こ
れ
ら

の
問
題
は
、
あ
き
ら
か
な
加
重
負
担
で
あ

る
基
地
の
存
在
は
勿
論
の
こ
と
、
本
土
に

暮
ら
す
私
た
ち
の
沖
縄
へ
の
無
知
や
無
関

心
に
も
そ
の
一
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 ―

分
断
と
沈
黙
を
超
え
、

自
立
し
た
関
係
を
生
き
る
こ
と
を
願
っ
て
―

趣
旨

女性室公開講座

講
師
●
三み

上か
み

智ち

恵え

さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
映
画
監
督
） 2

0
1
8
年
2
月
23
日
　
し
ん
ら
ん
交
流
館
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３
月
７
～
８
日
に
し
ん
ら
ん
交
流
館
で
第

７
回
「
女
性
住
職
の
集
い
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
始
め
に
女
性
住
職
で
あ
る
中
川
和
子
女

性
室
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
な
ぜ
女
性
住
職
の
集

い
を
開
催
し
続
け
る
の
か
―
そ
の
願
い
に
つ

い
て
」
と
し
て
発
題
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
一
人
ひ
と
り
の
異
な
る
事
情
や
課
題
を
通

し
て
見
え
て
き
た
「
つ
な
が
り
」
や
同
じ
女

性
と
し
て
抱
え
る
「
生
き
づ
ら
さ
」
な
ど
、

家
族
や
門
徒
さ
ん
と
の
関
係
か
ら
気
づ
い
た

こ
と
が
具
体
的
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、国
際
女
性
デ
ー
（
３
月
日
８
日
）

に
合
わ
せ
て
、
し
ん
ら
ん
交
流
館
１
階
交
流

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
て
い
た「
あ
い
さ
ん
・

あ
う
さ
ん
の
ア
イ
ア
ウ
す
ご
ろ
く
展
」
を
見

学
。
真
宗
大
谷
派
の
女
性
に
関
す
る
条
例
改

正
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
を
見
た
参
加
者
か
ら

は
「
女
性
住
職
が
誕
生
す
る
ま
で
に
苦
労
し

た
た
く
さ
ん
の
先
達
が
い
た
こ
と
を
実
感
し

た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
班
別
の
座
談
会
が
開
か
れ
、「
相
談
す

る
相
手
が
い
な
く
て
孤
独
だ
」「
住
職
な
の

に
坊
守
会
の
役
職
を
頼
ま
れ
て
困
っ
た
こ
と

が
あ
る
」「
自
分
自
身
の
日
常
が
『
無
意
識

の
偏
見
』
に
満
ち
て
い
る
と
思
っ
た
。
こ
れ

を
解
消
す
る
に
は
研
修
が
必
要
だ
」
な
ど
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

お知らせ

『女
ひと

と男
ひ と

のあいあうカルタことば集』を増刷しました（第2版第1刷）

『女
ひ と

と男
ひ と

のあいあうカルタことば集』は、宗祖親鸞聖人七百五十回
御遠忌を記念して2011年に発刊されました。本冊子は、女性室で開
催している第8回から第10回までの「女性会議」や日豊教区、久留
米教区、京都教区の委員会などで作られた約200句をもとに編集され
たものです。自分の気持ちを五七五で表現された言葉は、印象的なイ
ラストの『カルタ』と共に様々な気づきを与えてくれます。

今回の増刷にあたって「番外編」を7句入れ替えています。たとえば、
「男女の話 それにもでない LGBT」――なかなか多様性を認められな

い私たちのあり方が
問われる一句です。
今後も、また新たな
句が生まれることで
しょう。少しずつで
あっても確かに進化する、そんな『ことば集』をめざしていきたいです。

冊子をご希望の方は、解放運動推進本部女性室までお問い合わせ
ください。

女
性
住
職
の

集
い2

0
1
8
年
3
月
7
～
8
日

　
し
ん
ら
ん
交
流
館

感
想
文
よ
り
（
抜
粋
）

●
男
性
の
住
職
に
寄
っ
て
い
く
の
で
は
な

く
、
自
分
の
住
職
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
形
を
作
る
の
が
私
た
ち
女
性
住
職
な
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
頑
張
っ
て
い
る
方
々
と

の
出
会
い
は
、
刺
激
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

一
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
有
難
か
っ
た
で
す
。

●
具
体
的
に
行
動
さ
れ
て
い
る
先
輩
の
方
々

の
活
動
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
少
し
光
が

見
え
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

●
真
宗
本
廟
で
の
お
朝
事
の
お
勤
め
を
も
っ

と
近
く
で
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
。
作
法

（
出
退
や
御
文
箱
の
扱
い
）を
身
に
つ
け
る

チ
ャ
ン
ス
が
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
同
じ
立
場
の
人
と
話
し
合
う
機
会
が
な
か

な
か
な
い
の
で
、「
女
性
住
職
の
集
い
」

は
大
事
で
す
し
、
楽
し
み
で
す
。
是
非
、

来
年
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
組
内
の
女
性
住
職
に
対
し
て
「
つ
な
ぎ
で

す
ね
」
と
言
っ
た
僧
侶
が
い
た
が
、
別
の

僧
侶
が
「
我
々
は
皆
、
つ
な
ぎ
で
す
」
と

言
い
返
し
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
安
心
感
を

も
ち
ま
し
た
。
こ
う
い
う
風
に
考
え
る
人

が
増
え
て
き
そ
う
に
思
い
ま
す
。

●
念
仏
や
荘
厳
、
給
仕
な
ど
に
つ
い
て
「
ど

う
し
て
ま
す
か
」「
こ
れ
で
良
い
で
す
か
」

等
の
話
が
ひ
と
つ
も
出
な
か
っ
た
。
苦
労

話
を
聞
く
た
め
に
来
た
の
か
。こ
れ
か
ら
続

く
若
い
女
性
住
職
の
た
め
に
も
集
い
で
は

な
く
、研
修
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

●
同
じ
立
場
の
人
の
話
は
そ
れ
だ
け
で
力
が

あ
る
。
儀
式
作
法
、
教
義
の
学
び
だ
け
が

研
修
と
思
っ
て
い
る
人
に
は
予
算
の
ム
ダ

使
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
な
い
が
、
集
い

に
参
加
し
て
元
気
を
も
ら
う
と
ま
た
次
の

日
か
ら
法
務
に
努
力
で
き
る
。

●「
女
性
住
職
の
集
い
」
に
出
た
意
見
を
集

約
し
、
記
録
に
残
し
て
ほ
し
い
。

第
7
回




